
 

 

第１５回議会運営委員会会議記録 

【開催日時】  平成２６年４月７日（月） 午前１０時５分開催 

                         午後０時２分散会 

     

【開催場所】  第一委員会室 

 

【出席委員】 

委  員  長 大 井 淳一朗 副 委 員 長 石 田 清 廉 

委 員 河 﨑 平 男 委 員 下 瀬 俊 夫 

委 員 矢 田 松 夫   

       

【欠席委員】  なし 

 

【委員外出席議員等】 

議      長 尾 山 信 義 副  議  長 三 浦 英 統 

傍 聴 議 員 山 田 伸 幸   

                          

【事務局出席者】 

局      長 古 川 博 三 次      長 清 水   保 

議 事 係 長 田 尾 忠 久 議事係主任主事 原 川 寛 子 

庶務調査係長 島 津 克 則   

 

【付議事項】 

 １ 代表質問の総括について 

２ 申し合わせ事項の徹底について 

３ その他 

 

【議事の概要】 

１ 代表質問の総括について 

・大井委員長から代表質問の総括をしておきたい旨の説明があり、各委員が発言をした。 

・会派改進を代表して、河﨑委員から「施政方針とは違った方向に行ってしまったところがあった。

今後については政策論争をしていこうということになった。」と報告があった。 

    ・会派日本共産党を代表して、下瀬委員から「一番問題があったのは議会側で、代表質問の意味

がわかってない部分があった。経過を見て、一般質問と変わらない雰囲気だった。事前のヒアリ

ングでかなり詰められて、答弁も朗読だった。これは代表質問としてふさわしくない。」と報告が

あった。 

    ・会派誠風を代表して、石田副委員長から「各会派の質問が重複して、調整が困難であった。質

問の内容が大綱的なものでないものがあった。」と報告があった。 
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    ・会派進化を代表して、大井委員長から「項目が多すぎて、１時間のうち４０分ぐらいが答弁であっ

て消化不良に終わった。他市を見ても一般質問と変わらず、なかなか参考にならない。」と報告

があった。 

    ・会派市民クラブを代表して、矢田委員から「市民クラブは、進化と事前に打ち合わせをしました

ので、午前中、質問内容が重複することはなかった。」と報告があった。 

    ・尾山議長から「会派の代表質問は、重複してよいと思う。時間内で収めればよい。」と発言があ

った。 

    ・三浦副議長から「今後は政策的なことを質問して、一般質問との違いに気をつけてほしい」との

発言があった。 

    ・続いて一般質問の総括も行われた。 

    ・河﨑委員から「議場の中は個人発言の自由なので、その辺のルールは個人に任せるべき。」と

発言があった。 

    ・下瀬委員から「議運でも全協でもやったが、一般質問のあり方が徹底していなかった。」 

    ・矢田委員から「執行部から○○議員さんにもお答えしたと思いますがと発言があったようにそれ

だけ重複した質問があったということ。重複の調整は必要ではないか。」と発言があった。 

    ・石田副委員長から「陳情型は、つい出てしまう。なぜしてはいけないのか、自分もわからない。」

と発言があった。 

    ・大井委員長から「現在の一般質問のやり方は一括方式であり、一問一答方式に近いやり方の導

入を議論してはどうか」との発言があった。 

    ・事務局から各会派に持ち帰って議論されてはどうかと提案があった。 

 

    ２ 申し合わせ事項の徹底について 

    ・大井委員長から申し合わせ事項２７について説明があった。今回の３月定例会において、特別

委員会の設置議案に対し、岩本議員と杉本議員が賛成しなかったことに言及した。岩本議員は、

無会派のため議案に賛成していただくよう調整しなければならなかったと説明した。一方杉本議

員は、会派誠風に属しており、この経緯について会派誠風の代表の石田副委員長に説明を求

めた。 

    ・石田副委員長から「会派の中で特別委員会の設置については何度も議論をした。杉本議員に

は、特別委員会の設置議案の目的や期日が曖昧なので疑問が残っていた。たまたま隣の岩本

議員につられたのではないか。会派の中では説明は十分に行った。」との説明があった。 

    ・下瀬委員から「議運の決定事項を無会派の議員とどのように調整するか。杉本議員の場合は、

会派制が問われる。きちんとしたほうがよい。」と発言があった。 

    ・河﨑委員から「申し合わせ事項は、ルールなので守るべきである。」との発言があった。 

    ・矢田委員から「岩本議員の場合は、無会派なので全協で了解を求めるとある。了解を得られな

かった場合はどうするのか。」との発言があった。 

    ・事務局から「全協で了解を求めるとあるが、これは報告をするということであり、その前に事前の

調整として一手間かけるべきである。」との説明があった。 

    ・下瀬委員から「杉本議員の場合は、きちんとした釈明が必要である」との発言があった。 

    ・大井委員長が「岩本議員には口頭で注意をする。杉本議員は議運で釈明させる。」とまとめられ

た。 
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３ その他 

・下瀬委員から「今後の議運で会派とは何かというきちんとした議論をお願いしたい」と発言があ

った。 

 

平成２６年（２０１４年）４月７日 

議会運営委員会委員長   大 井 淳一朗 

 


